
プラットフォーム事業における
岩手相談窓口の活動について

【岩手相談窓口】

公益財団法人いきいき岩手支援財団
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岩手県について

●総面積：15,275.04km²（本州一の面積）
●内陸部の大部分は山岳丘陵地帯。秋田県の県境に
は奥羽山脈、これに平行して東部には北上高地、そ
してこの間を北上川が南北に流れている。
沿岸部は、日本を代表するリアス式海岸がある。
県央、県南、沿岸、県北の4つ広域振興圏に分か

れている。

総人口 高齢化率 県庁所在地

1,144,407人 35.6％ 盛岡市

県北

県央 沿岸

県南

資料：岩手県人口移動報告年報（令和6年10月1日）



これまでの介護ロボット事業の取組状況

平成23年度 福祉用具・介護ロボット実用化支援事業（共催）

平成24～29年度 福祉用具・介護ロボット実用化支援事業（研修・フォーラム等）

平成30年度 福祉用具・介護ロボット実用化支援事業、介護ロボット導入支援事業

令和元年度 介護ロボットの普及拠点事業、介護ロボット導入支援事業

令和２年度 介護ロボットプラットフォーム事業、介護ロボットの普及拠点事業

令和３年度 介護ロボットプラットフォーム事業

令和４年度 介護ロボットプラットフォーム事業

令和５年度 介護ロボットプラットフォーム事業

令和６年度 介護ロボットプラットフォーム事業、介護ロボット導入支援事業



内容

１ 令和６年度の事業実績

２ 今後取り組むべきこと



介護ロボットの開発・実証・普及広報の

プラットフォーム
主な業務

研修会の開催、地域関係団体
とのネットワーク構築、伴走
施設へのサポート



相談窓口の業務（R6.４～R7.１）

主な業務 内容

（１）介護ロボットに係る相談対応
介護現場・開発企業双方から、介護ロボットに係る相談対応。
【介護現場：93件 企業：91件】

（２）介護ロボットの体験展示
・常設展示、研修会やイベントでの出張展示
【見学者数：497名】

（３）介護ロボットの試用貸出
介護ロボットの試用貸出（開発企業と介護現場との取次）
【貸出件数：14件】

（４）業務アドバイザーによる伴走支援
課題解決のための改善活動をサポート
【伴走施設：3施設）

（５）協議会の開催
地域の関係団体を構成員とする協議会の開催
【年2回の開催】

県事業



R2～ 介護ロボットPF事業実績
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研修会参加者数

相談、見学者、研修参加者など増加傾向にあり、介護現場の生産性向上の取組など
年々関心度が高まっている。



介護ロボットPF事業・介護ロボット導入支援事業 研修会

第１回 第２回 第３回

現地 49事業所66名 6事業所×2＝12名 69事業所125名

オンライン 140事業所144名 35事業所×２＝70名 66事業所103名



業務アドバイザーによる伴走支援（生産性向上の取組）

9

１ 特別養護老人ホームむらさき苑（県央：八幡平市）

２ 特別養護老人ホームぬくもりの家（県南：奥州市）

３ グループホームひだまり（県北：久慈市）

「利用者との関わりを増やして行くための第一歩～手書きや重複記載を減らす取り組み～」

「想いを繋ぐ」

「全ての人が主役のひだまりに～利用者の「時」が「笑顔」に包まれるケアを目指して～」



２ 今後取り組むべきこと

人材不足

労働環境

要介護者
の増加

介護離職 介護ロボット・ICT機器
の活用

介護生産性向上の取組
改善活動の体制づくり
課題の見える化 等

居心地のいい場所へ

ＷＩＮ×ＷＩＮ

介護現場の
課題

働きやすい
職場環境づくりの

ために

１ 相談対応力アップ

２ 情報収集力と発信力アップ

３ 相談後のフォロー

４ 介護生産性向上の取組の横展開

５ 関係機関・団体との連携強化

【相談窓口の役割を果たしていくために】
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